
七月＜文月（ふみづき）＞文月の由来は、7月 7日の七夕に詩歌を献じたり、

書物を夜風に曝す風習があるからというのが定説

となっています。また、稲の穂が含む月であることから「含み月」

「穂含み月」の意であるとする説もあります。「朝顔（あさがお）・籠目文様」「あさがお」は朝早く咲く花の意と言われ、江戸時代中期以降

に観賞が盛んになりました。原産はネパールと言われていますが、新種の開発は日本人が

盛んに行い、文化・文政年間（1804～）以降江戸では、大流行

しました。
生活の中では、浴衣などの柄に多く用いられて来ました。

「かごめ文様」は、竹籠の編み目を文様にしたもので、魔除け

としての意もあったようです。

八月＜葉月（はづき）＞葉月の由来は、木の葉が紅葉して落ちる月「葉落

ち月」「葉月」という説が有名です。
他には、稲の穂が張る「穂張り月（ほはりづき）」

からとも言われています。
「芙蓉（ふよう）・市松（いちまつ）文様」
フヨウの花は古来美しい女性に例えられ、鍋島焼の皿などの

絵柄としても用いられました。
また、「芙蓉」が蓮の花を指すこともあって、それと区別する

為に「木芙蓉（もくふよう）」と呼ぶこともあります。

「いちまつ文様」は、元は石垣と呼ばれていましたが、江戸時

代の人気役者だった佐野川市松が舞台衣装に用いたところ、

それが女性に大流行したことで、この名になりました。

十一月＜霜月（しもつき）＞
霜月の由来は、文字通り霜が降る月の意味です。

他に、十を一区切りとして上月、そして十一を下

（霜）月としたとの説もあります。

また、「食物月（おしものづき）」の略であるとす

る説や、「凋む月（しぼむつき）」、「末つ月（すえ

つつき）」が訛ったものとする説もあります。

「橘（たちばな）・波に千鳥文様」
タチバナは、日本固有種の柑橘で、遠く垂仁天皇の頃にその

名になったとされ、古くから様々に図案化され、文様や家紋

などに見られます。

「チドリ」は、波と組み合わされて、平安のころから、衣類、調度、

器具などに描かれて来ました。

十二月＜師走（しわす）＞
師走の由来は僧侶（師は、僧侶の意）が仏事で走

り回る忙しさ（平安後期編『色葉字類抄』）からと、

平安期から言われています。

「水仙（すいせん）・雪輪文様」
スイセンは仙が天仙に通じ、新年の頃に咲く吉兆花として親

しまれてきました。

雪は豊年の兆しとされて、桃山時代の頃には、能装束や小袖の

デザインに盛んに使われるようになり、江戸時代になると、雪

の結晶をモチーフにした文様も登場するようになりました。

九月＜長月（ながつき）＞
長月の由来は、「夜長月（よながつき）」の略で

あるとする説や、「稲刈月（いねかりづき）」が「ね

かづき」となり「ながつき」となったという説が

あります。

「萩（はぎ）・薄（すすき）文」
ハギは古くから日本人に親しまれ、万葉集では最もよく詠ま

れています。

中秋の名月に萩・薄を月見団子と共に月に供える風習があり、

ハギもススキも、昔の日本では山野に自生する身近な植物で

す。

ススキの穂は、それを動物の尾に見立てて尾花（おばな）と呼ぶ

こともあります。

十月＜神無月（かんなづき）＞
神無月の由来は、この月に出雲の出雲大社に全

国中の神様が集まって、一年の事を話し合うため、

出雲以外には神様が居なくなる月の意味と言われ、

出雲では神在月と呼ばれています。

「菊・唐草（からくさ）文様」
キクは、奈良時代頃に中国大陸から薬用としてもたらされま

した。

花をモチーフにした文様は、正倉院にも残されていて、江戸

時代には小袖の柄や、能装束などにも盛んに用いられました。

「からくさ」文様は、つる性の植物をモチーフにしたもので、

もとはギリシャ、ローマのパルメット文様からとも言われて

いて、日本では様々なデザインに発展して来ました。

和花文様は、好評につき申し込み締め切り日前に、予約が限定枚数に達してしまう可能性があります。
お早めの予約申し込みをお願いします。　　限定枚数：各月 100 枚。申込締切：2015 年 12 月 25 日（金）

世界的切手デザイナーで、「和花文様」の作者である森田基治氏の純金カード12か月シリーズ第2弾は、十二星座（仮題）で、現在制作中。
11月には発表、12月より各星座100枚限定で申込を開始致します。
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0120-171-556（平日9:00～17:00）


